
　日本最大のアイ
ウェアの専門展示
会「第37回国際メ
ガネ展iOFT2024」
が、10月15日～17
日までの3日間、東
京ビッグサイト東展
示棟で開催される。
　主催はRX Jap
an㈱。特別後援とし
て（一社）福井県眼
鏡協会、共催に全日
本眼鏡工業連合
会、日本眼鏡卸組合
連合会が名を連ね
ている。また、日本メ
ガネ協会は、日本補
聴器工業会と共に
協賛として加わって
いる。
　iOFTは、日本の
福井・鯖江の上質な
国産品質から、イタ
リア・フランス・アメ
リカなどの最新デザ
イナーブランドをは
じめ、世界中から最
新のメガネ・サング
ラス・レンズ・フレー
ム・眼鏡関連製品が
一堂に出品される。

　福井・鯖江の匠の技が詰まった国産
メガネフレームやイタリア・フランスの
最先端デザインフレームが見どころ。ま
た体感バランスのパフォーマンスが変
わるカラーレンズやペットボトル再利用
から生まれたエコなメガネクロスなども
最近のトレンドだ。

　今年は昨年を超える200社の出展
が見込まれている。今年のテーマ国は
フランス。パビリオンを含む新規10ブ
ランドが新たに誘致され、徹底したプ
ロモーションが図られる予定となって
いる。さらに、イタリアのほか、韓国、中
国などのパビリオンも形成される。
　今年は新たに特別審査エリアとして
「GLOW」が新設される。GLOWは選
ばれたアイウェアが集まる特別なエリ
アで、世界中からハイセンスでデザイン
性の高いアイウェアが集結し、今までに
ない特別な出会いが得られる場所だと
している。
　主催者は「キラリと光る個性的なア
イウェアがバイヤーとの出会いを通じ
て日本のファッション業界で輝くきっ
かけとなってほしい」として企画したと
言う。
　海外・国内の新鋭ブランド20社が集
結するGLOWには、「Seba s t i e n 
Geslin（フランス）」、「Jean Philippe 
Joly（フランス）」、「UNSUKYO（香
港）」、「Gamine NYC（アメリカ）」、
「「FOR ART’S SAKE（イギリス）」、
「Voa collective（スペイン）」などの出
展が決定している。
　同展は、昨年よりファッションワール
ド東京（FaW）の8つの専門エリアで構
成される中のひとつのカテゴリーとして
開催され、日本最大のファッション展
の一部となっている。その他のカテゴ
リーは、「Made in Japan（日本の
ファッション輸出EXPO）」、「Trend
（ブランド&デザイナーEXPO）」、
「Sourcing（アジアの縫製・生産工場
EXPO）」、「Tex t i l e（生地・素材
EXPO）」、「Sustainable（サステナブ

ルファッション
EXPO）」、We
llness（健康・
美容・スポー
ツウェア EX
PO）」、Te c h

（ファッションテックEXPO）」となって
いる。
　そのため、ファッション系バイヤーと
の交流強化も図られる。来場者はセレ
クトショップ・専門店・百貨店（15％）、
卸・輸出入業（ 2 6％）、メーカー
（20％）、通販・ネットショップ（13％）、
異業種（21％）、商社（5％）となってお
り、新たな販路拡大も出会い次第では
望める。昨年は異業種との交流によっ
て、価格の流出が心配されたが、多く
の交流は見られなかったため今回が
楽しみなところである。
　もちろんメガネに特化した海外バイ
ヤーとの商談強化も実施される。各国
の超有力バイヤー150名に対して、ホ
テル宿泊の無料提供が行われ、450
店舗を持つ中国Ｎｏ.２の大手眼鏡
チェーン店をはじめ、上海初のメガネ
サロンを展開する企業、韓国で500店
舗を運営する大規模小売店、ソウルで
トップクラスのアイウェアセレクトショッ
プ、マレーシアの高級眼鏡チェーン店、
香港・台湾・上海各地に200店舗展開
する有力小売店、大全に370店舗展開
する台湾№.1大手眼鏡チェーン店など
が訪れる。
　来場者に対しては、充実のセミナー
が用意されている。特別講演、補聴器、
レンズ、店長・販売員向けなどの内容を
最新のテーマで実施する。
　15日の11時からは、東海光学㈱に
よる売上戦略「女性目線の商品開発秘
話 売上に繋がる新しい戦略とは」、16
日の12時からは東京眼鏡専門学校に
よるレンズフィッティング「見え方納得
感を収差計データから提供する-貴方
は星が点に見えますか-」、17日14時
30分からは、㈱ニコン・エシロールとみ
るみるプロジェクトによる対談・眼科×
眼鏡店「今、眼鏡店に求められる「連携
力」とは！？～眼科と眼鏡店とプラスα
で創る未来市場～」など、面白い内容
となっている。

　インバウンドからも評価を得ている
「第14回全日本金・銀創作展」（主催：
全日本金・銀創作展開催委員会）が11
月23日・24日の2日間、浅草文化観光
センター7階展示スペースで開催され
る。入場無料。共催：東京金銀器工業
協同組合、後援：経済産業省、東京

都、日本商工会議所ほか。
　それに合わせ、伝統の金工技術を駆
使し、伝統工芸の継承と産業・経済・文
化の発展に寄与するコンクール作品の
公募を開始した。申込期限は10月1日～
31日まで。作品提出期限は11月5日～
14日の10時～17時必着となっている。
　5年ぶりの開催となる同展は、30年
以上にわたり、伝統工芸の東京銀器を
はじめ、全国に点在する金工産地、金
工に携わる一般及び学生など多くの人
に参加を呼びかけ、研鑽を重ねてきた
伝統の金工技術を駆使して、現代に即
すデザインの優れた応募作品を一堂

に発表・展示するもの。
　さらに、コンクールを実施して
技術の相互交流を図るとともに、
同展示会が我が国の金工技術
及び精神の更なる向上を求め、
伝統工芸の継承と産業・経済・文
化の発展とともに、国際交流にも
寄与できることを目的としている。

　近年では海外からの観光客などか
らの人気が高く、日本の風情ある金工
芸作品を探しているインバウンド向け
商品としての展開が増えている。
　同展開催委員会委員長の森將氏
（東京金銀器工業協同組合理事長）
は、「銀器は皇室におかれましても晩餐

会のカラトリー、式典のボンボニエール
をはじめ、全ての儀式において必要不
可欠な品々です。コロナ禍を過ぎ、こう
して再び開催できることは非常に名誉
であり光栄であります。今回も今まで以
上に、金工技術の出会いとふれあいの
もとに、伝統工芸産業の発展と金属文
化の普及に寄与してまいりたいと存じ
ます。全国の金工産地、一般、学生の
方々に、金・銀創作展に相応しい、創作
性豊かで優秀な作品を数多く応募くだ
さるようお願い申し上げます」と積極的
に呼び掛けている。
　入賞予定は、経済産業大臣賞1名
（賞金10万円）、関東経済産業局長賞
2名（賞金3万円）、東京都知事賞2名
（賞金2万円）など計10賞。
　審査委員は、前田宏智委員長（東京
芸術大学美術学部工芸科彫金研究
室教授）、大沼千尋副委員長（元東京
都立工芸高校アートクラフト教論／現
作家）ほか8名で構成されている。
　応募方法や審査基準などは、東京
金銀器工業のホームページで確認を
（www.tokyoginki.or.jp）。

　宝石のまち甲府で、
プロのためのBtoBト
レードショーとして開
催されてきた「山梨
ジュ エリーフェア
2025」は、4月9日～
11日の3日間、アイメッ
セ山梨で開催されるこ
とが決定しているが、
新しい未来を見据え
更なる発展を担ってい
くために、協同組合山

梨県ジュエリー協会が同フェアの単独
主催社に変更すると発表があった。
　柳本力理事長は「山梨県の地場産
業である宝飾業界が更なる飛躍を遂
げるために、主催団体として同協会が
活動することを決定しました。新たなイ
ベントとして道を切り開き、更なる発展
を見込んでいま
す。国際宝飾展
としてフェアの
構築を目指す中
で、より幅の広

い出展企業や関係者との交流が実現
できることを確信しています」と挨拶、
協力を求めた。また、フェアの後半には
ジェムマーケットが開催され連携して
いく考えを示していた。なお、インフォー
ママーケッツジャパンは引き続き協力
団体として残る。
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IOFT2024は、10月15日～17日／東京ビッグサイト

「第14回全日本金・銀創作展」開催 作品募集を開始
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